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高市首相、通常国会冒頭で衆院解散の構え
10年国債利回り2.2％目前、27年ぶりの高水準
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2026年1月14日

衆院解散観測を受け、財政拡張期待とインフレ圧力が強まる
高市首相は23日召集の通常国会の冒頭で衆議院を解散する意向を自民党幹部に伝えたと報じられました。

解散時期は2026年度予算成立後の春頃などが有力と見られていたため、想定外の早さです。内閣支持率が
高いうちに選挙に臨み、過半数を辛うじて上回る議席を積み増すことで政権基盤を固める狙いがあるとの
見方が広がっています。もっとも、高い内閣支持率が低迷する自民党の支持率にどこまで波及するかは依
然として不透明です。さらに、国民民主党の玉木代表が、予算案の年度内成立が困難となるタイミングで
の解散であれば、政権との協調路線を見直す可能性に言及するなど、政権にとっても慎重さを要する判断
となります。このため、実際に解散総選挙が行われるかどうかは、依然として不確実性が残ります。

こうした衆院解散観測を受けて、債券市場では超長期ゾーンを中心に金利が上昇し、10年国債利回りは
2.2％に迫る水準まで上昇しました。為替市場でも円安が進み、1米ドル＝159円台を付けています。背景
には、総選挙を通じて自民党・連立与党が議席を伸ばし、高市政権の政権基盤が強化されれば、需要喚起
策を中心とする財政拡張が進むとの見方があると考えられます。構造的な人手不足を背景に賃上げが続く
状況や円安基調と重なり、物価上昇圧力が一段と強まることで日銀は早期の利上げを迫られる可能性があ
ります。一方で、中国による対日輸出規制の強化など日中関係の悪化が国内経済・物価に負の影響を及ぼ
す可能性もあり、進展を注視する必要があると考えています。
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※使用
※市場の長期インフレ期待に相当、直近値は2026年1月13日

（2020年1月～2025年5月）（％）

※直近値は2026年1月13日

（2025年6月時点） （円/米ドル）
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